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備考

物流改正法解説セミナー質問事項（追加分）

トラック法改正に伴う書面化等に関し、トラック運送事業者が貨物軽自動車運

送事業者に運送を依頼する（下請に出す）場合に課される義務は何か。

質問事項

真荷主から運送委託があった場合には、真荷主と貨物軽自動車運送事業者の

相互での書面交付（法第１２条）が必要となる。

また、下請け構造の中で実運送を行う場合には、元請けに対し、実運送事業

者情報の通知が必要となる。そのため依頼主に対し、元請け事業者の連絡

先、真荷主の名称、委託先の請負次数を教えてもらう必要がある。

なお、当該軽貨物自動車運送事業者が第一種貨物利用運送（自動車）の登録

を受けていて、一般貨物自動車運送事業者又は貨物利用運送事業者に運送を

依頼する場合は第１２条又は第２４条の書面交付が必要となる。

回答（案）

トラック法改正に伴う書面化等に関し、運送の依頼を受けた貨物軽自動車運送

事業者が課される義務は何か。

貨物軽自動車運送事業のみを営む者に運送を依頼（下請け）する場合、書面

交付（法２４条第２項）は不要である。

ただし、実運送を行う当該貨物軽自動車運送事業者から元請けに対して実運

送事業者情報の通知が必要となることから、運送の依頼に際して当該貨物軽

自動車運送事業者に下請け情報の通知（元請け事業者の連絡先、真荷主の名

称、委託先の請負次数）をする必要がある。


